
他
人
の
意
見
を
聞
く
こ

と
で
自
分
の
意
見
が
深

ま
り
、
ま
と
ま
っ
て
い

き
ま
す
。
発
言
す
る
こ

と
は
、
自
分
の
考
え
を

客
観
的
に
知
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
こ

こ
で
の
経
験
が
、
大
学

の
Ｅ
Ｓ
Ｓ
サ
ー
ク
ル
で

の
英
語
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
生
か
せ
て
い

ま
す
」

　

ま
た
、
早
稲
田
大
学

や
明
治
大
学
な
ど
の
大

学
生
や
大
学
院
生
、
教

授
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
デ
ィ
ベ
ー
ト

も
年
に
2
、
3
回
実
施

し
て
い
る
。
学
内
で
行

わ
れ
る
も
の
よ
り
、
専

門
的
な
話
が
聞
け
る
と

好
評
だ
。

　

夏
に
は
2
泊
3
日
の

合
宿
が
あ
る
。
そ
こ
で

は
、
各
自
が
テ
ー
マ
を

持
ち
寄
り
、
そ
の
内
容

を
自
分
の
言
葉
で
伝

え
、
最
終
的
に
作
文
に

ま
と
め
て
い
く
。

「
合
宿
で
、
小
論
文
や
レ
ポ
ー
ト
の
書

き
方
に
つ
な
が
る
実
践
的
な
勉
強
が

で
き
た
と
思
う
」
と
卒
業
生
。
作
文
は

大
学
な
ど
の
コ
ン
ク
ー
ル
や
新
聞
に
投

稿
。
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で
受
賞
す
る
生

徒
も
い
る
と
言
う
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
デ
ィ
ベ
ー

ト
以
外
の
機
会
で
も
、
日
出
学
園
に

は
気
軽
に
学
校
を
訪
れ
る
卒
業
生
が

多
い
。
生
徒
の
一
人
が
い
う
。

「
日
出
学
園
に
は
に
ぎ
や
か
な
人
も
、

お
と
な
し
い
人
も
い
ま
す
が
、
み
ん
な

が
居
心
地
の
よ
さ
を
感
じ
ら
れ
る
学

校
だ
と
思
い
ま
す
」

　

居
心
地
の
良
さ
が
一
番
な
の
が
職

員
室
だ
と
い
う
。
職
員
室
に
は
教
員

に
質
問
し
た
り
、
雑
談
で
き
る
コ
ー

ナ
ー
が
あ
る
。
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
で
、
担
任
の
先
生
で
な
く
て
も

質
問
し
や
す
い
環
境
だ
。
佐
久
間
教

諭
が
言
う
。

「
本
校
は
少
人
数
の
私
塾
的
な
学
校

か
ら
始
ま
り
、
80
年
以
上
が
経
ち
ま

し
た
。
創
始
者
の
思
い
を
受
け
継

ぎ
、
少
人
数
だ
か
ら
こ
そ
生
徒
全
員

の
顔
が
見
え
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
教

育
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
日

出
学
園
全
体
の
『
フ
ァ
ミ
リ
ー
感
』

に
表
わ
れ
て
い
ま
す
」

　

毎
回
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
通
じ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
意
識
を
深
め
て

い
く
。
毎
回
10
〜
15
人

程
が
参
加
し
、
テ
ー
マ

は
参
加
者
が
考
え
た
い

テ
ー
マ
を
選
ぶ
。
今
回

は
佐
久
間
教
諭
が
選
ん

だ
「
ポ
ス
ト
シ
ン
ギ
ュ

ラ
リ
テ
ィ
（
技
術
特
異

点
）
」
に
つ
い
て
だ
。

　

情
報
・
科
学
技
術
が
飛
躍
的
な
進

歩
を
遂
げ
た
現
代
、
そ
の
一
端
を
担
っ

て
い
る
の
が
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
だ
。

2
0
4
5
年
に
は
Ａ
Ｉ
の
能
力
が
人

間
を
上
回
る
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
を
迎

え
る
と
の
予
測
も
あ
る
。
そ
の
時
、
現

在
あ
る
仕
事
の
多
く
を
Ａ
Ｉ
が
行
う

よ
う
に
な
り
、
世
界
の
有
り
様
が
大

き
く
変
わ
る
。

　

今
回
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
デ

ィ
ベ
ー
ト
で
は
、
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ

や
技
術
の
進
歩
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ

を
明
ら
か
に
し
、
今
の
学
び
・
教
育
が

ど
う
変
化
し
て
い
く
の
か
話
し
合
っ

た
。
多
数
の
人
が
「
Ａ
Ｉ
に
人
間
が
支

配
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
」
な
ど
、
マ
イ

ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
。
ま

た
、
具
体
的
に
何
が
消
え
、
何
が
残
る

の
か
と
い
う
問
い
に
つ
い
て
は
、
「
人

に
よ
っ
て
感
じ
方
が
異
な
る
も
の
や
、

原
始
的
な
も
の
は
残
る
」
「
先
生
は
い

な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
先
生
の

個
性
が
表
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
授
業

は
残
る
か
も
し
れ
な
い
」
な
ど
の
意
見

が
あ
っ
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
デ
ィ
ベ
ー

ト
で
は
、
一
般
的
な
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
よ

う
に
相
手
を
打
ち
負
か
し
て
い
く
よ

う
な
議
論
は
見
ら
れ
な
い
。
能
見
教

諭
が
言
う
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ー
ト
は
デ

ィ
ベ
ー
ト
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
身
に
つ
け

る
場
で
は
な
く
、
議
論
を
積
み
重
ね
て

相
手
の
話
に
共
感
す
る
こ
と
に
重
き

を
置
い
て
い
ま
す
。
議
論
と
会
話
の
間

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
く

イ
メ
ー
ジ
で
す
。
そ
の
た
め
、
勝
敗
や

結
論
を
出
す
な
ど
の
ゴ
ー
ル
を
定
め

て
い
ま
せ
ん
」

　

参
加
者
は
話
が
上
手
な
生
徒
ば
か

り
で
は
な
い
。
む
し
ろ
苦
手
意
識
を
持

っ
て
い
る
生
徒
も
多
い
と
い
う
。
参
加

者
の
中
に
は
、
ほ
と
ん
ど
発
言
し
な
い

で
他
の
人
の
話
を
聞
い
て
い
る
生
徒
も

い
る
。
発
言
が
少
な
か
っ
た
人
で
も
、

講
座
後
の
感
想
文
で
、
自
分
の
想
い

を
表
現
す
る
生
徒
も
い
る
と
い
う
。
講

座
に
参
加
し
た
卒
業
生
が
言
う
。

「
最
初
は
、
自
分
の
考
え
を
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
す
る
の
が
苦
手
で
し
た
が
、
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　Life is Techでは、中高生向けのＩＴ
プログラミングを学ぶキャンプやスクー
ルを運営しています。イベントを通して
子どもたちのやる気を引き出し、アプリ
やゲーム、アニメーション、映像などのオ
リジナル作品づくりをサポートしていま
す。これまでの学校教育は、何年生はこ
こまで、というように制限されたカリキュ
ラムが中心でした。しかし、学ぶといろ
んな疑問が出てきますし、それを深める
とまた新しい課題が生まれていきます。
子どものやる気を損なわずに能力を伸
ばしていくためには、制限された学びで
はなく、“青天井”の学びが必要です。そ

　　 出学園では、生徒と教員、卒業生、外部の人
　　などを交えた独自の講座「コミュニケーショ
ン・ディベート」を月１回程度実施している。今回は
ライフイズテック株式会社の取締役・讃井康智氏を
アドバイザーに迎えて開催された。コミュニケーショ
ン・ディベートとはどのような講座なのか。立ち上げ
た数学科の佐久間究教諭と社会科の能見太一郎
教諭、今回、参加した生徒と卒業生に話を聞いた。

21世紀型の
学びを体現する
コミュニケーション・

ディベート

日出学園中学校・高等学校

日出学園中学校・高等学校

Communication 

Debate

ライフイズテック株式会社　取締役　
讃井 康智さん

れが21世紀型の教育だと考えていま
す。今回のコミュニケーション・ディベー
トでは、シンギュラリティの先にある教
育について考えていきました。答えがな
い最先端のテーマでも臆せず、みんな
が自分の意見を発表し合っていました
し、そこから新しい観点が生まれ、議論
が発展していったのが印象的でした。
21世紀型の教育の特徴が表われてい
たように思います。こうした学びを実現
できる雰囲気や価値観は日出学園が
伝統的に積み重ねてきたものでしょう。
それが学校の文化を形づくっているよう
に感じました。

日

1～3
コミュニケーション・ディベートの様子
4
左中央：能見太一郎教諭
右手前：佐久間究教諭
参加した生徒、卒業生と

1234

426293
新規スタンプ

426293
新規スタンプ

426293
新規スタンプ




